
日
本
か
ら
の
関
心
が
高
ま
る

ア
ジ
ア
。
学
問
の
領
域
で
も
、

ア
ジ
ア
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
新
し
い
視
点
か
ら
の

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
京
都
大

人
文
科
学
研
究
所
（
京
都
市
左

京
区
吉
田
）
で
は
、
最
新
の
情

報
学
を
用
い
て
漢
文
の
文
献
研

究
を
進
め
る
一
方
、
中
国
、
台

湾
、
日
本
で
字
体
が
異
な
る
漢

字
を
扱
い
や
す
く
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
想
し
て
い
る
。

ー
タ
化
を
完
了
。
近
い
将
来
夕
を
そ
ろ
え
る
計
画
だ
。

に
は
、
隷
書
体
が
登
場
し
漢
　
同
研
究
所
が
目
指
す
「
東

字
が
現
在
の
形
と
な
っ
た
漢
ア
ジ
ア
世
界
の
人
文
情
報
学

代
か
ら
、
清
代
ま
で
の
デ
ー
研
究
」
の
一
環
。
拓
本
文
字

≡
≒
主
≒

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
ハ
ン
グ
ー
ド
」
と
し
て
記
号
化
さ
れ

ル
、
中
国
語
で
も
検
索
が
で
　
る
。
と
こ
ろ
が
漢
字
の
場
合
、

き
、
国
際
的
に
共
有
で
き
る
　
日
本
は
常
用
漢
字
、
中
国
は

知
識
の
構
築
を
目
指
し
て
い
　
簡
体
字
、
台
湾
は
繁
体
字
と

情
報
化
時
代
の
漢
字
研
究

検
索
画
面
に
「
京
」
と
文

字
を
入
力
す
る
と
、
約
三
十

の
「
京
」
の
拓
本
の
字
が
画

面
に
表
示
さ
れ
た
。
「
京
」

の
「
口
」
の
部
分
は
、
ほ
と

ん
ど
が
「
日
」
の
形
だ
っ
た
。

京
都
大
人
文
科
学
研
究
所

の
安
岡
孝
一
助
教
授
が
開
発

し
た
「
拓
本
文
字
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
で
、
唐
代
の
拓
本
の

字
を
検
索
し
た
。
同
研
究
所

は
、
所
蔵
す
る
一
万
点
の
拓

本
を
文
字
単
位
に
分
解
し
て

デ
ー
タ
化
し
、
漢
字
の
字
形

が
歴
史
的
に
ど
う
変
化
し
て

き
た
か
を
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
現
在
、

唐
代
の
拓
本
約
三
百
点
の
デ

拓本情報データベースと安岡孝一助教授
（京都大人文科・学研究所）

る
。異

な
る
字
体
、
字
形

「
漢
字
は
国
に
よ
っ
て
字

体
や
字
形
が
異
な
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
扱
う
場
合
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
在
化

し
て
き
た
」
と
安
岡
助
教
授

は
話
す
。
拓
本
文
字
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
、
中
国
の
約
二
千

年
に
わ
た
る
漢
字
の
字
形
を

蓄
積
す
る
こ
と
で
「
漢
字
と

は
何
か
」
を
考
え
る
土
台
づ

く
け
を
目
指
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
文
字

を
扱
う
場
合
、
文
字
は
「
コ

字
が
違
い
、
別
々
の
規
格
で

コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
以
前
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
や
り
と
り
す
る
と
文
字

化
け
を
唇
音
と
い
う
問
題

も
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に

登
場
し
た
国
際
文
字
規
格

「
ユ
ニ
コ
ー
ド
」
で
、
文
字

化
け
の
問
題
は
お
お
む
ね
解

消
さ
れ
た
が
、
異
体
字
を
す

べ
て
含
め
る
と
八
万
種
類
に

も
な
り
、
古
典
籍
を
扱
う
研

究
を
は
じ
め
、
漢
字
を
使
い

こ
な
す
に
は
不
便
な
環
境
だ

と
い
う
。
「
異
体
字
ひ
と
つ
・

ひ
と
つ
を
『
違
う
文
字
』
と

し
て
、
機
械
的
に
コ
ー
ド
を

振
り
分
け
る
方
式
で
は
限
界

が
あ
る
」
と
安
岡
助
教
授
は

言
う
。

形
、
音
、
義
を
基
本
に

「
文
字
コ
ー
ド
と
い
う
方

式
は
基
本
的
に
、
表
音
文
字

で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

も
と
に
し
た
文
字
観
が
投
影

さ
れ
て
い
る
」
と
、
守
岡
知

彦
同
研
究
所
助
手
も
指
摘
す

る
。
守
岡
助
手
b
、
複
数
の

大
学
に
ま
た
が
る
グ
ル
ー
プ

が
進
め
て
い
る
「
C
H
I
S

E
（
チ
セ
）
√
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
漢
字
の
三
要
素
で

あ
る
「
形
」
　
「
音
」
　
「
義
」

を
基
本
に
す
え
、
字
形
を
合

成
さ
せ
る
新
し
い
文
字
組
版

シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
て

い
る
。
八
万
字
の
漢
字
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
漢
字
の

部
品
を
組
み
合
わ
せ
て
字
を

構
成
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
多

言
語
・
多
文
字
種
を
同
時
に

扱
う
際
に
優
れ
て
い
る
と
い

い
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
進

め
て
い
る
。

「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
人
文

情
報
学
研
究
教
育
拠
点
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
高

田
時
雄
同
研
究
所
教
授
は

「
情
報
化
磐
石
到
来
で
、

東
ア
ジ
ア
の
人
文
学
は
大
き

な
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
漢

字
文
化
を
ギ
っ
引
き
受
け
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
J
と
語

る
。
プ
ロ
媒
エ
ク
ト
は
、
東

ア
ジ
ア
の
丸
文
字
を
従
来
の

が

情
報
化
に
適
応
さ
せ
る
に
と

）

ど
ま
ら
ず
′
賊
漢
字
本
位
の
情

報
化
」
を
も
と
に
、
東
ア
ジ

ア
世
界
に
共
有
の
知
識
体
系

．
適
抑

の
土
台
づ
威
リ
を
目
指
し
て

い
る
。

（
文
化
報
遺
郡
岩
本
敏
朗
）
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